
























































































































































顔文字一%%顔( I_･)) %o/o (壁から半分顔が覗いているもの)
(記号の入力)































































































































女一女 傚x自&｢?j一女 ?ｨ自&｢?ｫ別不特定 






































































































10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 ?
l■■■1 
1 ?l2 親密度 ?】3 ? 
これら2つのグラフを見てわかることは､記号類の使用が特に親しくもなく
疎遠でもない､という相手に対してよく使われるということ､それから､顔文
字は親密度の最も近い相手と遠い相手によく使う､ということである｡
これは､親密度1の親しい友人には顔文字は自分の気持ちを表現するのに有
効なパラ言語的な表現として使用し､親密度3の普通の友人にはとりあえず笑
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った顔をしたものを送ることで｢あなたに対して悪意のないメイルを書いてい
るんです｣という自らの態度を表明する役割を担わせていると考えられる｡親
密度2という､特に近くも遠くもない相手には｢言外の言｣ともいうべきパラ
言語的な表現を使うにはやや相手が離れた位置におり､ただ笑った顔を送って
おけばいいとするには近しい存在であるために､記号類を他の親密度に比べる
とより多く使っていると考えられる｡記号類によって､にぎやかな雰囲気のメ
イルにしているのである｡
顔文字には表情がある｡しかし､その表情の意味するところはメイルを送受
信する相手と完全に共有できているわけではないようである｡そのことからす
ると､うっかり相手との間に共通理解のない顔文字を送ってしまって､意味の
とり間違いが起こってしまうと､場合によっては顔文字が意図しない皮肉な意
味合いを持ってしまったりすることになる｡そのことで相手に不快感を与える
よりは､ひとまず記号類を使っているとも考えられる｡グラフ2とグラフ3が
お互いの補完的な様子からもそれは窺えそうである｡
おわりに
今回はゼミで構築しつつあるケータイメイルコーパスの紹介に重きを置いて
書き進めてきたが､データ量もそろそろ本格的な考察に耐えるだけの量にはな
ってきているので､今後またデータをさまざまな角度､観点から分析･考察し
てみて､その結果を報告していきたいと考えている｡
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